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1アメ リカの植民地時代 の会計
一一一一Prentis商会 の 事 例 研 究
久 野 光 朗
過去と現在と未来はたがいに断絶しているのではなくて,ひ とつに結びついてい
る。もっともすぐれた詩人なら,過去と現在の内部から,やがて未来へとつながっ
ひつぎ
てい くひと筋の糸を作 りだす。彼は,死者たちをその棺からひきず り出し,ふたた
び自らの足で立たせる。詩人は過去に向かって言 うのである一 立ち上がってわた
しの前を歩め,わた しがお前の姿を知るために,と。こうして詩人は過去か らの教
訓を学び一 未来が現在となる場所に身をお くのである。 (1)
-WaltWhitman,Leaves(ゾGrass
§1Prentis商 会 の概 要
こ こ に 紹 介 す るPrentis商会 は,18世 紀 の バ ー ジ ニ ア の 首 都,ウ イ リア
ム ズ バ ー グに あ っ た 代 表 的 な 植 民 地 の雑 貨 商(ge「ieralstore)であ り,"全
植 民 地 と は い わ な い ま で も,ウ イ リア ム ズ バ ー グ に お い て も っ と も財 務 流 動
く　ラ
性 の高 い,か つ立派 な事業"で あ った。 また同商会は,1774年の"茶 会事
件(tea-party)"でヨークタウンの愛国者達が ヨー ク河へ投棄 した茶 の船積
(3)
み を委託 され ていた商会 で もあ った のであ る。1
同商会 は,そ の歴史 を1701年前後 まで 遡 ることが できる といわれ てい る
ノ
が,ArchibaldBlair博土 お よびJamesB1air牧 師 とい う2人 の 兄 弟 と両
,者の 友 人,PhilipLudwel1大佐 がBlair牧 師 の 家 で 雑 貨 商 を 営 ん だ の が
始 ま りで,1719年,ウ イ リア ム ズ バ …一・グ の グ ロ ウ セ ス公 通 へ 移 り,さ ら に
(1)杉 本 ・鍋 島 ・酒 本 共 訳,∫ 草 の 葉(上)』(岩 波 書 店,1969),p.20.
(2)MaryRM.Goodwill,TheColonialStore(ColonialWilliamsburgRe-
searchReport,March1966),typescript,P,iii.
(3)TheColonialWilliamsburgFoundation,ColoniaJWilliamsburg'OfficiaJ
Guidebook&1砿ψ(Williamsburg,Virginia:TheFoundation,1973),p.28.
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(4)
1740年,同 地 に 現 存 す る 赤 煉 瓦 造 の 店 舗 を つ くっ た と い う。 こ のBlair--
Ludwell商会 と い う組 合 事 業 は,1727年,Ludwellの 死 に よ っ てBlair兄
弟 が 彼 の 持 分 を 購 入 し,さ らに1733年,Blair博 士 の 死 に と も な っ て 事 業
(5)
組織 を変更 し,専 門経営者 としてWilliamPrentisを迎 え,そ れ以後,下
記 の ごと く,所 有経営者 の名にちなんで営業が継続 された。σ
1733年一一1765年:WilliamPrentisandCompany
1765年一1775年:JohnPrentisandCompany
1775年一1779年:RobertPrentisandCompany
事業 は地元で仕入れ た商 品のみ な らず イングラン ドか らの財貨を も輸入 し
て販売 し,さ らに また輸 出をも行な っていた。 げ んに1733年度 の貸借対照
表(後 掲参照)に よれば,イ ング ラン ドへ積送 され る2ホ ヅグズヘ ッ ドの タ
バ コや ジ ャマイカへ積送 した豚 肉 ・と うもろ こしが見 られ る。 そ して,ジ ャ
(6)
マ イカとの交易では砂糖 とか ラム酒 の輸入な どもな されたであろ う。
Prentis・商会は,独 立戦争 な らびにそれ を導 いた各種の出来 事に よって,
1779年に閉鎖 された。 外国貿易 の破綻は1773年以降で ある。 すなわち,同
年 度末 の輸入品棚卸高 はE4,476で同商会 の歴史 におい て 最大額 を示 してい
るが,1774年はE2,623,1775年には 却,560と減少 し,つ いに1777年2月
4日,同 商会が営業を中止 した時 は £2SOileなっていた。 そ の後,同 商会 に
はRobertPrentisが半額 の給料で踏み とどま り,1780年まで当該事業資産
の清算を行な った。 要す るに,Prentis商会 は,合 衆国の経 済的政治的生成
(4)筆者 は1974年10月4日 に 同地 を 訪 れ,同 商 会 を 見 学 す る機 会 を 得 た.な お 同
商 会 の歴 史 に 関 して は,EdwardM.Riley,"WilliamPrentis&Co.,'Finan-
cialExecutive,April1968,pp。35-41を参 照 .
上 述 のBlair兄 弟 の 家 は と もに 現 存 して い る.ま た 同地 のTheCollegeof
WilliamandMaryは合 衆 国 で2番 目に 古 い 大 学 で あ るが,Blair牧師 が1693
年 に 英 国王 か ら勅 許 を 得 て 創 設 した もの で あ り,彼 自身 が 初 代 の 学 長 を 勤 め た.
TheColonialWilliamsburgFoundation,oP.eit.,pp.51,53-58,79を参 照.
(5)こ のWilliamPrentisの家 も 現 存 して い る.TheColonialWilliamsburg
Foundation・oP・cit・・pp・22・23を参 照.
(6)バ ー ジ ニ ア植 民 地 に お け る 当時 の商 業 活 動 を知 る好 個 の資 料 の ひ とつ と して.
た とえ ばLouisB.Wright(ed.),LettersofRobertCarter'1720-1727(San
Marino,California:TheHuntingtonLibrary,1940),PP.153があ る
アメリカの植民地時代の会計 3
期 に お い て,1701年 か ら1779年 ま で,約80年 に わ た っ て 活 動 した こ とに
な る。
残 念 な が ら,同 商 会 の 仕 訳 帳 と元 帳 は 喪 失 して お り,貸 借 対 照 表 とそ の
補 足 資 料 か ら な る年 次 報 告 書 が 存 在 す る だ け で あ る。 以 下,主 と してA.R,
Coleman,W.G.ShenkirandW.E.Stone,"A6countinginColonialVir-
ginia:Acasestudy,"TheJoumal('fAccountancツ,July1974,PP.32-43
を 参 照 し,同 商 会 の 会 計 と経 営 業 績 に つ い て 紹 介 な らび に 吟 味 を 試 み る こ と
に す る。
§2会 計記録 の分析
1733年か ら1779年まで,所有主総会が毎年 もしくは2年 ごとに開催 され,
その席上で財務諸表が提示 され,か つ加入者に よる検証が行なわれたごそれ
(7)
らの計算書類 は現存 してお り,以 下において考察す る事業組織,年 次報告様
式 と開示方法,会 計期間,会 計制度,会 計基準,貨 幣換 算調整手続,経 営者
報酬 な どの検討 に役 立 ってい る。
事業組織Prentis商 会 の所有主達 は特定の加入者で あ り,そ の持分割
合 は,し ば しば相続や持分譲渡 に よって変更 してい るとはいえ,財 務諸表付
属 明細書で明 らかに され てい る。同商会 は組合事業(partnershlp)として設
立 されたが,そ の所有主持分は正式 の証券に よらないで,た だ1/6とか9/24
とい う割合で明示 されてい る。 有限責任制 は採用 されなか ったけれ ども,そ
の事業組織 には法人(corporation)の色彩があ った。 すなわ ち,そ の若干 の1
特徴を示 せば次 の とお りであ る。
1.所 有主と独立した生命を有し,所有主持分は譲渡可能であった。
2.所有経営者は通常専門経営者に付与されている自治能力を有し,給料が支払
われていた。
(7)原資 料 のWebb-PrentisPapers(1733-1780)はTheAldemanLibrary
oftheUniversityofVirginiaが所 有 して い る.な お年 次 報 告 書 は縦15イ ン
チ ・横12イ ンチ で あ り,そ の片 側 に所 有 主 達 の 署 名 が あ り,他 方 が 財 務 諸 表 に
な って い る.後 掲 の1733年度 の 貸 借 対 照 表 を参 照.
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3.所 有主の引出額は配当と称され,各所有主の資本金勘定額に比例していた。
4.1759年,2人の出資者の持分を消却し,それに応 じて残余所有主の資本金勘
定を調整 した。
5.各所有主もしくはその代理人に対 して年次報告書が作成されていた。
年 次報告様式と開示方法 毎年度末の貸借対照表には,資 本醸出者に よ
る同商会の会計監査 と所有経営者に対する免責を示す署名入報告書が付 され
ていた。すなわち次のとお りである。
われわ れ資本醸 出者 は11月25日 まで のWilliamPrentis商会 の会計を検証 し
監査 したが,そ れは 正 当に 表示 されてお り,同 商会 の資本(stock)はWilliam
Prentisによって誠実 に管理 され ていたので ,わ れわれ は彼お よび過 去に おいて上
記資本 の運用にあた った彼 の相続人,執 行人,お よび管 理人 の責任 を解除す る。
1733年か ら1735年にいたる報告書は,経 営者報酬の計算方法をも示 して
お り,ま た 彼が"彼 と同商会 との間で合意 した指針"に 従 って資本を管理
㍗ する旨が述べ られている。報告書に付 されている貸借対照表(次 頁参照)は
イギ リス式であ り,左側に負債 と所有主持分 とが記載 され,右 側に資産が示
されている。
不便な貨幣上の問題に対処す るため,次 の ような3つ の表示方法が採用 さ
れていた。
第1法(1733年一1742年):2つの貸借対照表 を作成 し,一 方 は"現 地 通貨 に よ
る資 本(Stockincurrentmoney)"と称 し,他 方 は"ス ター リングに よる資本
(Stockinsterling)"と称 してい たが,さ らに 貨 幣換算 調整 を して 所有 主の全持
分 を集 計す る別個 の明細表をつ くる。
第2法(1745年一1753年):単一 の貸借対照表 であ り,ま ず スター リングに よる
資産 を表 示 し,つ いでそれを貨 幣換算調整 し,残 余資産を バ ージニア通貨 で表示 す
るので あ るが,資 産総 額 と負債 お よび資本 主持分 の合計額 をバ ージ ニア通貨 で表示
す る。
第3法(1755年一1779年):2つの計 算書 が作成 され るが,ま ず ス ター リングに
よる貸借対照表 が表示 され,つ いでバ ージ ニア通貨に よる ものが示 され てい る。 パ
ー ジニア通貨 に よる計算書 の資 産側に掲示 され た最初 の項 目は前期か らのス ター リ
ングに よる所 有 主持分 であ り,そ れ が貨 幣換算 調整 され てい る。
?
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経営と くに1742年 以 降,年次報告書には損益計算書が含まれてお らず,
同商会の経営活動に関する情報者へ固定給が支払われ るようになわてか ら,
は不完全であ る。1742年以前は,経 営者への 手数料支払額 を明 らかにす る
ため,国 内品 と輸 入品 との売上高が括弧表示 されていた。 現金はノミー ジ ニ ア
 
、
?
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通貨で表示 されていたが,各 国の鋳貨や紙幣その他の通貨か ら成っていた こ
(1)
とは間違い ない。1735年と1740年の両年 に関 しては,売 掛金が括弧表示 に
よる不 良債権 を控除 した 純額 で評価 され てい る。 た とえば,1740年度 の貸
借 対照表 では"不 良債権を 控除 した 明細表 どお りの 各種債権 …息94・5・2
(BySundrydebtorsas(per)listdeductingforbaddebts_寿194.5.2)"
と示 されてい る。上述 した両年 に関 しては,不 渡手形 も報告 され てい るが,
それは 流通手形 と区別 され,1735年度の計算書には"不 渡 手形 を控除 して
(netofbadones)"示され てい る。
棚卸資産 は国内品 と輸入品 とに 区別 され てい るが,後 者に 関 しては 首尾
一貫 して"運 送費を含めず(withoutShippingCharges)"に公 開 され てい
る。 固定資産は"店 舗 と土地(Storehouse&Lotts)"として示 され てい
る。流動 負債は ス ター リングに よる未払勘定 であ る。"明 細書 どお りの各種
債務(SundryCreditorsasPerList)",経営者 への報酬未払額,お よび配
当未払額 であ る。所 有主持分 は,先 に も指摘 した とお り,計 算書左側 の平均
化項 目(balancingitem)になってい る。
会計期 間1733年 か ら1743年までは 年次計算書が作成 されてい るが,
その後,年 次計算書 が作成 された1746年と1748年と1751年をのぞき,か
つWilliamPrentisの死に 先だつ1762年か ら1765年につ き4年 にわた る
計算書が作成 された以外,1774年にいた るまで,2年 ごとに計算書が作成 さ
れ てい る。1733年以降 の決 算 日は8月31日 であ ったが,1745年(9月17
の
日)と1748年(12月21日)を の ぞ き,1740年 か ら1763年 ま で は11月25
・(8)バ ー ジ ニ ア 植 民 地 は 貨 幣 の 鋳 造 を し て い な か っ た の で ,"バ ー ジ ニ ア 通 貨))と
か"現 地 通 貨"と い う の は 国 債,タ バ コ証 券(tobacconote)な ど の 商 品 貨 幣
(commodi七ymoney),為 替 手 形,そ の 他 の 正 貨 を 指 し て い た も の と思 わ れ る.
た と え ば,次 の 諸 文 献 を 参 照 さ れ た い.
AlbertF.Voke,"AccountingMethodsofColonialMerchantsinVir-
ginia,"The∫ournalofAccountanay,July1926,PP.1-11.
RobertPolkThompson,TheMerchant伽Virginia1700-1755(Unpubli-
shedPh.D.Thesis,UniversityofWisconsin,1955),p.239.
W.T.Baxter,"AccountinginColonialAmerica,"inA.C,Littleton
andB.S.Yamey(ed.),Studies伽theHistory(ゾAceountin8(Homewood,
IIIinois:RichardD。Irwin,Inc.,1956),pp.272-287.
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日にな ってい る。1765年の決算 日は,WilliamPrentisが死亡 した8月4
日に変更 され,1775年のそれ はJohnPrentisが死亡 した11月4日 に,ま
た1777年は正常 な営業活動が停止 した2月4日 に変更 され てい る。そ して,
1779年5月4日付の計算書が最後 の所 有経 営者 の報告書に な ってい る。
か くして,47年間で決算 日は7回 変更 してい ることにな る。 それ らは,す
べ て所有主の変動に よるものでは な く,経 営者 の交替 と軌をいつに してい る
よ うに思われ る。死亡相続 に よる所有主 の変動,所 有主 間で の持分譲渡,同
商会に よる所 有主持分 の消却 とい う事象は,そ れぞれ正規 の貸借対照表 に反
映 され てお り,か つ正規 の計算書に依拠 して当事者間で調整 されてい る。
会計制度1733年8月31日 付 の監査報告書 に よれば,資 本醸 出者達 が
"会計 の諸用具お よび帳簿をすべ て"購 入 した ことを明記 しているので
,い
ちお う正式 な簿記組織 があ った もの と推定 され る。 また 同商会は,バ ージ ニ
ア植 民地 の金融代理機 関で,住 民が提供 した 原材料や労働に 対す る 支払 を
行な っていたか ら,会 計帳簿を厳格 に保持 しなければ な らなか った ようであ
る。1726年か ら1733年にかけ て,同 商会 の上記 の支払額 はE394.10.4に
達 し,そ れ に対 して約2Y2%の 手数料 を受け とっていた。
簿記組織は,異 な る通貨 に よる諸取引を記録 し,か つ1733年か ら1779年
までの47年 間の報告書 において 内部的に首尾一 貫 した 財務情報を提供 で き
るものであ ったに違 いない。 す なわち,1733年8月31日 の資本は,そ の後
の報告利益合計額か ら 配 当 と持 分消却額 とを 差 し引いた1779年5月4日 の
資本 と調整 で きるので,と くに所有主資本 の記録は綿 密にな され ていた と考
え られ る(付 表Aを 参照)。
植民地時代のアメリカは極綿な貨幣不足のため,商 業は簿記を媒介 とした
(9)
物 々交 換(book-keepingbarter)によ ら ざ る を え な か った 。 そ の た め,取 引
(9)こ の 簿 記 を 媒 介 と し た 物 々 交 換 に つ い て は,W.T.Baxter,oP・cit.,pp.272-
280に 詳 細 な 説 明 が あ る.ま た,HermanE.KroosandCharlesGilbert,
AmericanBusinessHistoPtγ(EnglewoodCliffs,N.J.:Prentice-HallInc.,
1972)pp.22,31,132,134;鳥羽 ・山 口 ・厚 東 ・川 辺 共 訳,『 ア メ リ カ 経 営 史(上)』
(東洋 経 済 新 報 社,1974),pp.32,43,188,191を 参 照.・
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(10)
当事者間の債権 ・債務に関す る決済には長期間を要 した。かか る長期の信用
取引はPrentis商会 の売掛金についても 見 られる。1733年から1742年ま
で,毎 年度末の売掛金残高は それぞれ 年間売上高の 平均150%に達 してい
る。か くして,有 利な商業活動を達成す るためには,そ れな りに有効な簿記
組織を保持す る必要があったのである。 さらに,こ のことは,債 権者 と債務
者 との間に訴訟問題が生 じた場合,当 時の法律がかか る簿記記録を証拠資料
([1)
と していた ことを指摘す ることに よって,い っそ う明確 とな るであろ う。、
会計基準Prentis商 会 の計 算書 は一種の修正現金主義(modifiedcash
basis)に基づ く記録か ら 作成 されていた と 思われ る。 個 々の売掛金や買掛
金に対 して継続的に会計 がな され ていた ことは,計 算書上に"明 細表 どお り
(asperlist)"と記 され てい ることか ら明 らかであ る。経営者 の手数料 計算
上,1733年か ら1742年にかけて,国 内品 と輸入品 とについて売上高を別 々
に表 示 してい ることも,詳 細 な記帳が な されていた証拠であ る。経 営者 の手
数料 な らびに ス ター リングか らバ ージニア通貨への換算調整 は年度末だけに
行なわれ ているが,そ れ は計算書作成時点で見越 調整が認識 され ていた こと
を物語 ってい る。
資産表示 には 原価主 義(costbasis)が採用 されてい る(前 掲貸借対照表
参照)。輸入品 の棚卸評価 にあた っての"運 送費を含めず"と い う表現 は保
守主 義に基 づ く処理が な されていた もの と考え る こともで きる。 相当額 の付
帯費用 を売上原価 と期末棚卸 高 とに配分 しないで発生期間の費用 と してい る'
か らであ る。-
1735年と1740年の計算書では回収不能額 が直接償却 され てい る。 貸倒 引
当金 を設定 した 証拠 は存在 しない。1735年の計算書 では 回収不 能の不渡手
形 も直接償却 され てい る。'
固定資産(店 舗 と土地)は 取得原価で示 され てい る。1733年,この資産勘
⑩ た とえば,A.J.Voke,op.cit.,p.5では,"債 権 は 小 額 で 多 岐 に わ た って い る
ので,事 業 を 遂 行 す るた め に 子孫 を 必 要 とす るほ どで あ る"と 述 べ られ て い る.
⑪WilliamW。Hening(ed.),The5tatutesatLarge'BeingaCollection(ゾ
AlltheLaωs(ゾVirginia(Richmond:1819),VoLVI,P.54を参 照.
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定は 却50で計上 されているが(前 掲貸借対照表参照),それは店舗 と2ヵ所
にあった倉庫の原価である。当該勘定は,1740年,赤煉瓦造の建物 の建設に
よってE350に増加 している。"そ の他の土地 と構築物"の 正確な位置は不
ノ
明で あるが,E60で あ った と 推定 され る。 それ らは1741年に売却 され,そ
の貸借対照表上 の資産がE290に なってい るか らである。減価償却 の記帳 は
ま った くな され てお らず,£290とい う数値が1779年の清算時点 まで続い て
い る。1778年,ウ イ リアムズバ ーグの2つ の 新 聞に店舗 と土地 の売却広告
が掲載 され,1799年11月,そ れ らはEl,OOOでRobertPrentisへ売却 さ
れてい る。 なお,店 用 備品に関す る数値は計算書 に現われていないが,そ れ
ら相対 的に小額 の支 出は首尾一貫 して収益的支 出 として処理 され たに違いな
い。
1737年の 計 算 書 は"ThomasJones大 佐 か ら購 入 した 家 屋E250の2/3…
£166.13.4"とい う項 目を 計 上 して い るが(付 表Cを 参 照),そ れ はRaleigh
(12)
Tavernの購入価格 の うち2/3を上記 のJonesへ貸 しつけた ことを意味 して
い る。1738年か ら1741年にいた る計算書には,そ の受取賃貸料累計額 が括
弧表示 され てお り,原 初残高E166.13.4から控除 して純額だけが計 算され
てい る。 しか し,1742年の計算書 は,原 初数値 に戻 ってお り,そ の賃貸料 累
計額 は利益に計上 され ている。1743年の計算書には 当該項 目は 見 あた らな
いので,お そ ら く処分 された もの と思われ るが,そ の事実 は公 開 されてお ら
ず,ま たその処分損益 も不 明であ る。
ス ター リングか ら 現地通貨へ の 換算益 は常に 所 有主持分に 計上 され てい'
る。 さらに,"レ ビンス トンの家屋 と土地"(前 掲貸借対照表参照)は1736
年に売 却 され た もよ うであ るが,そ の損益は明 らかに され ていない。
貨幣換算調整手続 統一通貨が なか った ことは植民地商人に とって1つ
の会計問題 を提供 した。Prentis商会は イギ リスの シ リング(ス ター リング)
と現地通貨(バ ージニア通貨)と で記帳 していた。か くして,年 度末 に貨幣
⑫ こ れ も ウ イ リア ム ズ バ ー グ に 現 存 す る 有 名 な 建 物 で あ る.TheColonialWil-
liamsburgFoundation,op.cit.,PP.11,13-16,20,33,74,77を参 照.
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換 算調整手続が必要 とな った。
47年間にわた る換 算 レー トは スタ ・ー…リン グの 割 増 率 で15%か ら30%の
間で変化 してい る。 バ ージ ニア法 は,1728年,25%増 とい う 換算 レー トを
規定 したが,そ の レー トは,1733年か ら1751年の間,変 動 していた よ うで
あ る。1751年以降,計 算書が示 す ところに よれば,首 尾一貫 して25%増 と
い う法定 レー トを採用 してい る。 しか し,こ の期 間,と くに独立戦争前 の混
乱期 において,実 際の レー トが不変で あった とは考 え られ ない。
さ らに興味あ る通 貨問題 は同一 の計算書で異 な った換算 レー トが使用 され
てい ることであ る。1例 をあげれば,1745年度の計算書 におけ るス ター リン
グに よる資産総額 は £2,443.・16・11であ るが,そ れは下記 の とお り括弧表
示 されてい る。
£586130%増 の ス タ ー リ ン グ
196125%増 の ス タ ー リ ン グ
1,661.16.11120%増 の ス タ ー リ ン グ
ス ター リングに よる残 高の総額は明 らかに され ているが,各 種 の レー トで換
算 された金額につ いては説明 されていない。かか る複数 の レー トの使用は輸
入品 の棚卸評価 につ いてな された もの と考 え られ る。その理 由は,他 の唯一
のス ター リング建 の資産 は受取手形 で,そ の金額は特記す るほ どの ものでな
いか らであ る。
経営者報酬WilliamPrentisが経営者にな った1733年8月31日 付 の
報告書は,彼 の報 酬について次 の ごと く記 してい る。
彼が販売し,その価格が国内で支払回収された場合,そ の売価の5%;国 内で購
入 した商品のすべてについて,それを再び販売 した り積送もしくは輸出した場合,
同様に5%;上 記の5%は 国内もしくは外国における売価の純手取金に対 して計算
される。同様に彼が回収した不渡手形損失の5%と 各種債権および不渡手形の回収
に要する交通費。
この契約 は,1733年か ら1742年に いた るまで,各 報告書 で 述べ られてい
、
る。1743年の報告書では,報 酬 は固定給で年 額 五200に変更 され,1752年は
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(13)
£250,そして1759年は £300に増加 してい る。 さ らに,彼 は 自己の持 分に応
じて利益分配を受けてお り,死 亡時には9/22の持分所有者 になっていた。
L
§3経 営者の業績評価
Prentis商会 の 計 算 書 を 分 析 す る ことに よって,わ れわれはWilliam
Prentisと彼の後継者達 の業績評価 に関す る手 がか りが得 られ る。 かか る分
析 目的上,次 の4期 に分けて考察す ることに しょう。
1733年一1742年:WilliamPrentisによ る経 営 で あ るが,利 益 の全 額 が 配 当 と
して支 払 わ れ る とい う条 件 が あ った 。
1742年一1765年:い ぜ んWilliamPrentisによ る 経 営 で あ るが,利 益 の 一 部
留 保 で 内部 金 融 に よる成 長 が あ った 。
1765年一1774年:WilliamPrentisの後 継 者 達 に よ る経 営。
1774年一1779年:独 立 戦 争 に よ る清 算 。
1733年一1742年 この10年 間 の純利益は総額 £4,821であ った。毎年
度末,年 間純利益 に相当す る配 当が支払 われた結果,利 益の内部留保は皆無
であ った。 なお,こ の期間中の 自己資本利益率 は約7Y2%で あ った。
1735年は多額 の貸倒債権(E419)を償却 した ので純利益 は 紅07に 減少 し
た。 さ らに,そ の年度末 には £107の配当のほかに £1,000の"清算配当
(1iquidatingdividend)"があ ったので,所 有主 持分が £7,000から £6,000
に減少 した。
資本 の減少は 経営者 のWilliamPrentisに相 当の拘束を課す ことになっ
た。彼が事業資産 の運用にいかに対処 したかは,1733年8月31日 か ら1742
年11月25日 に いた る財政状 態変動表(付 表Bを 参照)に よって明 らかにな
る。 一
⑬ 当 時 の 同 地 に お け る 経 営 者 の 給 料 は,せ い ぜ い £100前 後 だ っ た と い うか ら
高 額 の 部 類 に 属 す る.た と え ば,JamesH.so1七 〇w,The.Economic.RoleOf
VVilliamsburg(Williamsburg,Virginia:ColonialWilliamsburgResearch
Studies,1965),PP.52,53を参 照,
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主要な資金源泉:
1.売掛金と受取手形の減少
2.国 内品棚卸高の減少
£1,519
580
{2,099
上記資 金の使途:
1.輸 入品棚卸高 の増 加
2,1735年の清算配 当
3.各 種の弁済
£996
1,000
103
£2,099
年度 末の手数料支払計算を 通 じて,各 年 次 の 売上高を 見積 る ことがで き
る。 すなわち,1734年と1735年がE2,500とf2,300だったのが,1736年
か ら1741年にかけてE3,000に増加 してい る。
要 す るに,利 益の全額 支払や £1,000の資本減少があ ったに もかかわ らず,
WilliamPrentisは,売上高を増加 し,自 己資本に対 して約71/2%の利益を
稼得 し,年 度末棚卸高におけ る輸 入品 と国内品 との割合を60:40から96:4
に変化せ しめた。清算配当を含む現金配 当の支払が利益額 を超 える とい う資
本主達の政策は,WilliamPrentisをして彼 の経 営手腕 の発揮 を若干制限せ
しめた ことになろ う。
1742年一1765年 この 期間中,事 業 の 全持分 の半分 を 所有 していた
JamesBlair牧師 が 死亡 した。12月12日 付 で 加 入者達 の署名があ る1743
年11月25日 付 の年次報告書 は次 の よ うに述べ てい る。
…別掲 の計算書 に よれば ,す べ て の 債 務,給 料,お よび 要求払項 目を 控除 して
WilliamPrentisの管理 に委ね られ ていた同商会 の資本はf6,000であ る ことが判
明 してい る。 その半分は故JamesBlair牧師殿 の持分 であ ったが,現 在はJames
の執 行代理 人,JohnBlair殿の管理 に委ね られ てい る。 さ らU:Y6はwilsonCary
少佐 の持分 であ り,ま た%は 上記Caryの娘達,SarahMaryAnnとElizabeth
の持 分であ り,残 余 のY6はWilliamPrentisの持 分で あ る…。
"
1744年以降,所有主達は従来 よりも積極的な経営政策を採用 したが,そ れ
は同商会の配当政策を変更す ることに よって成長を指向するものであった。
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1744年と1745年の2年 間にかかわ る 報告書 は,2年 間 の 純利益 £1,036,
1744年度 の配 当E420を示 してい るが,1745年度 の配 当は な く,そ の結果,
所 有主持分が 緬16だ け 増加 してい る。1742年11月25日か ら1765.年8月
4日にいたる所有主持分の増加は下記の留保利益によるものであった。
1745年9月17日
1746年11月25日
1748年12月21日
1749年11月25日
1750年11月25日
1751年11月25日
1753年11月25日
1755年11月25日
1757年11月25日
1759年11月25日
1761年11月25日
1763年11月25日(配 当)
1765年8月9日
£616
(16)
1,400
500
500
800
1,200
1,000
1,000
1,097
2,000
(2,200)
4,591
t
合 計 £12,488
上 記 のi数値 は 純 利 益 と配 当 と の 比 較 か ら 抽 出 で き る(付 表Aを 参 照)。1759
年,BryanFairfaxの1/24の持 分 とGeorgewm.Fairfaxの1/24の持 分
と の 合 計,f1,097が消 却 され た 。1742年か ら1765年に い た る所 有 主 持 分 の
要 約 は 次 の ご と くで あ る。
所 有主持 分,1742年11月25日
加算:純 利益,1742年一176ラ年
合 計
差 引:配 当
残 高
差 引:持 分消却,1759年
所有主持分,1765年8月4日
五6,000
30,086
36,086
17,598
18,488
1,097
£17,391
上記の事実は内部金融を通 じて同商会がその規模を3倍 に した ことを物語 っ
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てい る。 この23年 間,自 己資本利益率は年平均約11Y2%otzC達してい る。
配 当政策の変更 は,前 期の10年 間 と対比 して,WilliamPrentisに彼の
経営手腕を 存分に 発揮せ しめ ることにな った。 彼がいかに 事業 の資産,負
債,お よび持分を管理 したかは次の財政状態変動表(付 表Bを 参照)で 明 ら
かにな る。
主要な資金源泉:
1.純 利 益
2.仕 入先に対する買掛金の増加
£30,086
1,166
£31,252●
上 記資金 の運用:
1.現 金配 当(£17,598から1742年11月25日の
未払配 当額 £1,111を差 引)
2.Fairfax氏達 の持分 消却
3.売 掛金 の増 加
4.棚 卸資産 の増加(輸 入品 £2,240と国 内品 £168)
5.各 種 の弁済
£16.487
1」097
10,982
2.408
278
{31,252
上記の事業内容め変化は,稼 得 した利益が内部金融に よる現金増加 と対応
していないとい う点で,現 代の成長企業のパターンと似 ている。すなわち,
同商会は23年間で £30,086の純利益を報告 しているが,そ れにともなう現
金の増加は見 られない。その理由としては次の ような諸事実を指摘できるで
あろ う。
1.得意先への請求額だけ回収できなかったこと
2.販 売より仕入が増大したこと
3。商品の仕入が仕入先への支払より多額であったこと
純 額
(£10,982).
(2,408)
1,166
£12,224
か くして,内 部金融に よる現金 の増加は純利益 £30,086から上記の £12,224
を差 し引いた額,す なわちE17,862UCとどまった のであ る。
要す るに,配 当政 策の変更は,WilliamPren七isにとって,純 利益に相当
す る現金流出を もた らしていた成長阻害要件か らの解放 を意味 した。 彼の有
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能 な管理の もとに,事 業はそ の規模 と利益水準を3倍 に した。 自己資本利益
率は先の10年 間 の71/2%oから11Y2%へと 増大 した。 か くして,William
Prentisは経 営者 として 成 功をかちえた のであ る。 なお,1765年8月4日
に彼が死亡 し,彼 の長 男Johnが経営者 として後を継 ぐことにな った。
1765年一1774年 この期 間 の 報 告 書 はJohnPrentisによる"番 人
(caretaker)"的な経営管理業績 を示 している。1767年8月4日 に終わる2
年 間で £2,891の純利益が稼得 され,E2,282の配 当が支払われ,そ の残高,
£609が所有主持分へ 付加 され てい る。 そ の後,所 有主達は利益相 当分を配
当す るとい う1733年と1734年のや り方 に戻 り,所 有主 持分E18,000は不変
であ る。 利益 に相当す る配 当の支払は,1769年8月4日 に 五2,706,1771年
8月4日 に £2,175,1772年8月4日にEl,800,1774年8月4日に £1,646
とな ってい る。 自己資本利益 率は約7%に 低下 してい る。
所有主持分 の面か らみた事業規模 にはほ とん ど変化が なか った ので,個 々
の資産や負債 の規模 につ いても同様 であ った と考え られ るで あろ う。その事
実 は1765年8月4日 か ら1774年8月4に いた る財政状態変動表(付 表Bを
参照)で 立証 され ている。主要 な変化 は売掛金 £2,170の増加 であるが,そ
の資金源泉の一部 は利益留保E609と 輸入品棚卸 高の減少E976に よるもの
であ る。
1774年一1779年 この5年 間の経営者 の 業績評価 をす ることは 不適 当
で ある。経済的政 治的諸条件が異常 であ り,経 営者 の主 た る関心 は清算 とい
うことにあ った。
§4結 語
以上,Prentis商会 の1733年か ら1779年にいた る会計計算書を通 じて,
良 く管理 され 成功をお さめた 事業 の全貌が 明 らかに された。 所有経営者 達
は,そ れぞれ当該事業に明確 な個人的影響を残 している。WilliamPrentis
はJamesBlairの監督の もとで有能 な経 営者であ った。 資本が 固定 されて
いたに もか かわ らず,た くみに事業を運営 し,所 有主達 にそれ相応 の報酬を
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もた らした。JamesBlairの死亡に ともな って,彼 は資本 を増大 し,か つ
売上 高 と 利益 をも 増大 した。 彼の子息Johnは,革 新的ではなか ったにせ
よ,従 兄弟 のRobertと同様,事 業 を良 く管理 し続けた。 しか し,William`
Prentis時代の成 長期は過 ぎ去 っていた。 事業 は困難な独立戦争期 を耐 えぬ
くことがで きず,1779年に清算 した。
この 全79年 間を通 じて,会 計制度は経 営者 の要請 と受託責任報告 に適応
していた もの と推定 され る。す なわち,錯 綜 した財務上 の諸問題に対処 し,
これを よ く解決 していた と思われ る。各種 の通貨 の もとで経 営 し,か つ イギ
<付 表A>1?rend8商 会 の 所 有 主 持 分変 動 表
1733年一1765年(バ ー ジ ニ ア通 貨)
所 有 主持 分 残 高,1733年8月31日f7.OOO
純 利 益,1733-1765の33年間34,907
合 計 £41,907
控 除 項 目:
配 当,1733-1765年f22,419
清 算 配 当,1735年,1,000
所 有 主 持 分 の 消 却,1乃9年:
BryanFairfax(1/24)£542
GeorgeWm・Fairfax(1/24)亜
1,097
控除 項 目合計24,516
所 有主持分残 高,1765年8月4日f17,391
注:年 次別 の純 利益 と配 当:
年 度 純 利 益 配 当 年度 純 利 益 配 当
1733
1734
1735
1736
1737
1738
1739
1740
1741
1742
1743
1744
1745
1746
1747
1748
1749
4414
511
107
317
619
636
529
703
505
480
485
1.036
358
1.650
783
五
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
合 計
1750
1751
1752
1753
1754
1755
1756
1757
1758
1759
1760
1761
1762
1763
1764
1765
£1,005
1,519
3,244
2,951
3,428
3,054
4,391
6,182
{505
719
2,044
1,951
2,428
1.957
2391
2,200
1,591
£34,907£22,419 、
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リスとバージニアの通貨による会計は,あ たかもインフレと国際経営の環境
のもとにある現代事業を想起させ るものがある。Prentis商会の組合加入者
達は,か かる会計制度に全面的な信頼をおいていた ようである。げんに彼 ら
の間で,ま た所有経営者 との 間において,訴 訟が起こった 証拠は存在 しな
い。なるほど会計基準には減価償却 とか資本損益の記帳とい う今 日のごとき
精緻なものは存在 しない。 しか し,原価主義や発生主義会計の萌芽が見 られ
るのであ り,事業運営上,そ の経済環境の要請に対処でぎていたように思わ
れ るのである。
<付表B> kentis商会 の財政状態変 動表
1733年一1774年(バージニア通貨)
資金の源泉
純 利 益
スター リソグ建為替手形の減少
買掛金の増(減)
経営者に対する未払額の増(減)
レビソス トンの家屋と土地の処分
資金源泉の合計額
資金の運用
配当の支払(期 首と期末における
見越を調整)
所有主持分の減少
売掛金の増(減)
棚卸資産の増(減):・
国 内 品
輸 入 品
倉庫と土地の増加
Jones大佐か ら購入した家屋
(持分弘)の増(減)
現 金 の 増(減)
資金運用の合計額
8/携万
211/2多儒8/4蛎74
£4,821
226
(270)
(53)
200
£30,086
312
1,166
100
£11,138
119
92
£4,924 £31,664 £11,349
£4,755
1,000
(1,293)
(580)
996
140
167
(261)
f16,487
1,097
10〆982
168
2,240
(167)
857
£10,474
2,170
?
?
ー
??
??
?
?
?
?
?
?
?
(158)
£4,924£31,664
出所:付 表Cお よび純利益 ・配 当 ・所有主持分 の減少 に関す る補足資料
£11,349
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<付表C>
現 金
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Prende商会の比較 貸借対照表.
1733年一1774年(バー ジニア通 貨)
スターリング建為替手形
亮 掛 金:
バージニア通貨
スターリング
棚 卸 資 産:
国 内 品
輸 入 品
店舗と土地
レビンス トンの家屋と土地
Jones大佐から購入した
家屋(持 分%)
資 産 合 計
買 掛 金:
バージニア通貨
スターリソグ
経営者に対する未払額一
手数料もしくは給料
未払配当金
残 高
持 分 合 計
8/31/3311/25/428/4/658/4/74
£607£346
538312
3,210
1,735
659
1,018
150
200
{=1,203£1,045
2,20511,24111,926
1,4473,3934,878
79
2,014
290
167
247
4,254
290
86
3,278
290
蓋8,117£6,860{20,628S21,503
{542f272
161
414
7,000
108
480
6,000
£593f353
8451,204
208
1.591
17,391
300
1,646
18,000
£8,117£6,860露,C20.628£21,503
